
カリフォルニア州オレンジ郡　児童福祉施設外観

ニューヨーク夕景

自治体国際化フォーラム｜ September 2026 Vol. 44334

国際化の最前線から国際化の最前線から

異文化の中で広がった視野と学び
―米国研修の記録

大分県商業サービス業振興課　安部　舞

2025年度、私は長年の夢であった地方公務員海外武
者修行にてアメリカへ渡り、行政サービスの最前線を体
感しました。当時私は児童相談所のケースワーカーとし
て勤務しており、日米の児童福祉に関する違いをテーマ
に、アメリカでの支援機関を訪問する機会を得ました。
この貴重な経験を通じ、日米の組織運営や制度における
「違い」と「共通点」を多角的に学ぶことができました。
特に印象を受けたのは、アメリカにおける支援体制の

「明確な役割分担」と「地域・関係機関との有機的な連携」
です。行政が制度設計や評価に専念し、民間や地域団体
が現場での支援を柔軟に担う仕組みは、効率的かつ実効
性の高いサービス提供を可能にしていました。さらに、
多文化社会を前提とした支援では、言語だけでなく文化
的背景への理解が重視され、個々の価値観に寄り添う姿
勢が徹底されており、その先進性について学ぶことがで
きました。
一方、日本の行政は、きめ細やかな対応と安定的な
サービス提供が強みです。今回の研修を通じて、地域
資源のさらなる活用や、多様な主体との協働による新
たな価値創造で、可能性が秘められていることを再認識
しました。
未知の文化や言語環境での生活は、当初、不安や戸惑
いの連続でした。しかし、現地での学びや多様な人々と
の出会いを通じて、次第に「自ら課題を設定し、解決策
を実行する」ことの大切さを実感するようになりました。
日本では出会う機会の少ない背景を持つ人々との交流は、
私の価値観を大きく広げました。困難を乗り越え研修を
終えた時、そこには大きな達成感と、多くの人々への深
い感謝の気持ちがありました。
この経験は、私にとって何物にも代えがたい貴重なも
のとなりました。異国の地で多くの人に支えられながら
研修を遂行できたこと、そのすべてが私の人生の豊かな

1ページを飾っています。未知の環境へ一歩踏み出すこ
とで、自身の可能性が広がることを実感した今、この感
謝の気持ちを胸に、今後も現状にとどまることなく、さ
まざまなことに積極的に挑戦し続けたいと考えています。
本研修で得た知見と経験、そして何よりも多くの人々
からいただいたご支援を糧に、私は「自ら考え、企画し、
そして実行する」というプロセスを大切にしていきたい
と思います。
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